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1研 究 室 だ よ り
足 立 研 究 室
◇足立先生 には,学 期初めより御病気で静養中で した
 が,さ わやかな秋の訪れと共 に御恢復せ られた。研





 月余 り経過 したに も抱 らずf思 う様に実験は進行せ
 ず,提 出日に間に 合 うか どうかと不 安顔の者が多
 い。しか し足立先生を始め,井 上,下 村両先輩の御
 指導 と,更 に屡 々研究室を訪ね下さる先輩諸姉の激
 励 とにより各 自ベス トをつ くしてい る。
◇長い梅雨 もか らりと晴れ暑 さきびし くなつた頃・例
年の通 り有志の夏山登山が計画 され,多 数の先輩諸
姉参加の元に8月5日 出発,北 アルプス立山,劒 に
登頂し,同10日 全員無事帰京 した。実験の合間には
楽 しかつた夏 山の思 出話に興 じ,靴 下やバツクをあ
みなが ら未知の山に対す る希望 と不安が交錯 した準
備の頃,雄 大 な立山,劒 の偉容,美 しかつた弥陀ケ
原,崇 高な御来光の一瞬,劒 の岩場 の難所,お 花畠
の可憐な高山植物,雨 中の行進等 々,思 出はつ きな
い。
工 藤 研 究 室
 私達の生物化学研究室の様子を紹介しましよ う。私
達四回生の卒論 テーマを大別するとビタ ミンA.C.E.0





































































































































さらに深い即ち， e. fの家族食と gの饗応食
l乙家族食は日常食，特に乳幼児食，老人食な
どについて，と行事食といった風にその内容が




















































































  a.味 付は健康食であることと作業による塩分
   の消失等を考慮してすること
  b.盛 付にっいては工場において時間的制約從
   業員の不足等のため乱雑になりがちであるか
   ら注意す ること
  c.病 院において機械の操作等を習熟し得なか
   った者は工場において之を修得すること
  d.其 他病院給食に準ずる
(3)小 学 校




 ハ 経 費 の 計 算
 二 調 理 状 況 (見学)
(4)保 健 所
 イ 献 立 作 製
  a,在 宅結核患者食
  b.乳  児  食 (人工栄養)
  c.離  乳  食
準
一』63一
 d.妊  婦  食
 e.乳  婦  食
ロ 指 導 の 仕 方
ハ 調     乳 (牛乳,粉 乳,糖 添加)
二 調     理
 a.r離  乳  食
 b.妊  婦  食
 c.乳  婦  食







 (割烹衣,マ スク,帽 子,ナ イロン又はゴム前
 掛)
日本食品標準成分表 (1954版)資 源協会編
筆記用具
